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08	 TOPICS 01　令和２年緑化推進運動功労者 内閣総理大臣表彰の受賞者が決定

10	 林業成長産業化地域創出モデル事業⑯　「ムクファースト」実現に向けたサプライチェーンの構築と人材育成

12	 海外・現場最前線からのお便り　加速化する再生可能エネルギー利用とバイオマスの役割

14	 日本の林業遺産を知ろう!　初代保護林 白髪山天然ヒノキ（遺伝資源）希少個体群保護林

16	 国有林野事業の取組　増加する更新面積に対応した造林作業の効率化と多様な森林づくりに向けた取組

18	 TOPICS 02　令和２年１月 31 日付でチェーンソーによる伐木等作業の安全に関するガイドライン及び、
    林業の作業現場における 緊急連絡体制の整備等のためのガイドラインが改正されました

19	 みどりの女神が行く！　

詳細については「日本美しの森 お薦め国有林」のウェブサイト
（http://www.rinya.maff.go.jp/j/kokuyu_rinya/kokumin_mori/
katuyo/reku/rekumori/）をご覧ください。

田
た し ろ

代原
ばる

風致探勝林（長崎県雲仙市）
【概要】
　田代原風致探勝林は、日本で最初に指定された国立公園の一つ、雲仙天草国立
公園内に位置するとともに、日本で最初に認定された世界ジオパークの一つ、島
原半島ジオパークにも位置している高原地帯にあります。
　周りは山々に囲まれており、東は 1,300 年以上の歴史がある赤岩観音が祀

まつ
られ

た鳥
とり
甲
かぶとやま
山、南は奈良の大仏の建立に携わった行基菩薩が修行したと言われる修験

道の九
く せ ん ぶ
千部岳

だけ
、北西は自然の巨石に刻まれた観音像（子宝観音）が祀られた吾

あず ま
妻

岳
だけ
があります。
　また、中央部を通っている殿様街道は、坂本竜馬や勝海舟も歩いたと言われて
おり、今でも遊歩道として利用され、季節ごとの装いは訪れる人達を楽しませて
います。

【見どころ】
　かつては放牧が盛んに行われており、牛が食べずに残ったミヤマキリシマが群
落を形成していましたが、放牧の減少とともに、ミヤマキリシマ群落も減少し
ています。このため、今でも放牧地が残存する田代原風致探勝林では、地元の
NPO法人等が主体となってミヤマキリシマの保全活動が行われており、５月頃
にはピンク色の花を咲かせたミヤマキリシマを見ることができます。
　このほか６月頃は新緑と白色のヤマボウシ、秋は赤や黄色の紅葉、冬は真っ白
な霧氷、そして放牧期間（４月～ 11月）にはのんびりと過ごす牛たち等、四季折々
の景色と自然観察を一年中楽しむことができます。

【アクセス】
〇公共交通機関とタクシー
　島原鉄道「島原駅」からタクシーで約 40分
〇自家用車
　西九州自動車道「諫

いさはや
早 IC」から約 60分 田代原草原と放牧牛

ヤマボウシの群落

田代原草原に咲くミヤマキリシマ

【 表紙の写真 】

梅雨の合間の日光白根山

（群馬県片品村　丸沼）
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樹
じ ゅ も く

木採
さ い し ゅ け ん

取権制度
ガイドラインについて

　令和元年６月５日に可決・成立した「国有林野の管理経営に関する法律等の
一部を改正する法律」が本年４月１日に施行され、「樹

じゅもく
木採
さいしゅけん
取権制度」がスター

トしました。これにあわせ、制度の運用について具体的に解説したガイドライ
ンを作成しました。
　この制度の創設の背景については、本誌148号（2019年７月）の特集「国有
林改正法成立～樹木採取権制度などの導入～」をご覧下さい。
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イ
ン
の
内
容
を
簡
単
に
説
明
し
た
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
概
要
も
公
表
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

あ
わ
せ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
、

本
年
２
月
19
日
か
ら
３
月
７
日
ま
で
の
期

間
、
電
子
政
府
の
総
合
窓
口
（e-G

ov

）
に

お
い
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、

そ
の
結
果
、
41
件
の
御
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

頂
い
た
御
意
見
の
概
要
及
び
そ
れ
に
対
す
る

考
え
方
に
つ
い
て
は
、e-G

ov

に
て
公
表
し

て
お
り
ま
す
（
Ｐ
７
参
照
）。

２
．
樹
木
採
取
権
制
度

　
　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
容

　
こ
こ
で
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
容
の
う

ち
、
国
会
で
の
審
議
に
お
け
る
論
点
等
に

関
す
る
事
項
や
、
事
業
者
の
方
に
特
に
お
知

ら
せ
し
た
い
事
項
に
つ
い
て
紹
介
い
た
し
ま

す
。

①
指
定
を
行
う
森
林
の
条
件

　

樹
木
採
取
権
の
設
定
を
行
う
箇
所
で
あ
る

樹
木
採
取
区
は
、
法
律
上
、
⑴
樹
木
の
採
取

に
適
す
る
相
当
規
模
の
森
林
資
源
が
存
在
す

る
一
団
の
国
有
林
野
の
区
域
で
あ
る
こ
と
、

⑵
国
有
林
及
び
民
有
林
に
係
る
施
策
を
一
体

的
に
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域
に
お
け
る

産
業
の
振
興
に
寄
与
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
、
の
２
つ
の
条
件
に
該
当
す

る
も
の
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
⑴
に
つ
い
て
は
、
原
則
と

１
．
樹
木
採
取
権
制
度

　
　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
位
置
づ
け

　
本
年
４
月
１
日
よ
り
、
林
野
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
樹
木
採
取
権
制
度
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
公
表
し
て
い
ま
す
（
Ｐ
７
参
照
）。
こ
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
樹
木
採
取
権
制
度
へ
の

理
解
を
深
め
、
円
滑
に
樹
木
採
取
権
に
係
る

事
業
を
進
め
て
い
く
た
め
、
樹
木
採
取
権
制

度
の
運
用
の
考
え
方
及
び
制
度
に
お
け
る
手

続
に
つ
い
て
解
説
す
る
も
の
で
す
。

　
樹
木
採
取
権
制
度
に
関
心
の
あ
る
一
般
の

方
や
樹
木
採
取
権
の
設
定
を
受
け
る
こ
と
を

検
討
、
希
望
す
る
事
業
者
の
方
、
樹
木
採
取

権
の
設
定
を
受
け
た
事
業
者
の
方
等
に
こ
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考
と
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。
図
や
表
を
用
い
て
ガ
イ
ド
ラ

樹木採取区の指定のイメージ

樹じ
ゅ
も
く木

採さ
い
し
ゅ
け
ん

取
権
制
度

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て



5 2020.5 No.158   林野

し
て
、「
樹
木
の
採
取
に
適
す
る
」
は
一
般
に

流
通
し
て
い
る
樹
種
（
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、
カ

ラ
マ
ツ
、
ト
ド
マ
ツ
な
ど
）
の
人
工
林
で
あ

る
こ
と
を
指
し
、「
相
当
規
模
の
森
林
資
源

が
存
在
す
る
一
団
の
国
有
林
」
は
、
一
の
森

林
計
画
区
で
例
え
ば
近
接
す
る
複
数
の
名
称

の
国
有
林
野
に
お
い
て
、
一
定
期
間
、
機
械

や
土
場
を
移
転
さ
せ
ず
に
効
率
的
に
事
業
を

実
施
で
き
る
程
度
の
林
分
の
ま
と
ま
り
が
確

保
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、⑵
に
つ
い
て
は
、木
材
供
給
量
増
大
の
ニ
ー

ズ
が
あ
る
こ
と
、森
林
経
営
管
理
制
度
等
へ
の
支
援

の
た
め
の
事
業
確
保
の
必
要
性
が
高
い
こ
と
、

地
域
と
し
て
林
業
事
業
体
の
生
産
力
向
上
の

必
要
性
が
高
い
こ
と
等
を
勘
案
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
（
詳
細
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
第
２

章
に
記
載
）。

②
公
募
と
樹
木
採
取
権
者
の
選
定

　

樹
木
採
取
区
の
指
定
後
、
樹
木
採
取
権
の

設
定
を
受
け
る
こ
と
を
希
望
す
る
事
業
者
を

公
募
し
ま
す
。
公
募
に
当
た
っ
て
は
、
樹
木

採
取
区
の
名
称
、
所
在
地
及
び
面
積
、
図
面

な
ど
の
基
礎
的
な
情
報
、
権
利
設
定
料
や
樹

木
料
に
関
す
る
事
項
、
参
加
資
格
要
件
、
事

業
者
選
定
に
用
い
る
評
価
項
目
及
び
評
価

点
、
採
取
跡
地
の
造
林
事
業
請
負
契
約
に
お

け
る
条
件
、
林
道
等
の
状
況
、
申
請
書
の
提

出
期
限
か
ら
樹
木
採
取
権
の
設
定
ま
で
に
要

す
る
期
間
の
見
込
み
等
を
示
す
こ
と
と
し
て

い
ま
す
（
詳
細
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
第
３
章
に

記
載
）。

　

ま
た
、
審
査
か
ら
選
定
ま
で
の
流
れ
に
つ

い
て
で
す
が
、
申
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
ま

ず
、
森
林
管
理
局
長
は
、
申
請
者
が
欠
格
事

由
に
該
当
す
る
か
否
か
の
判
断
を
行
い
、
欠

格
事
由
に
該
当
し
な
け
れ
ば
、
参
加
資
格
要

件
を
含
む
審
査
基
準
に
適
合
し
て
い
る
か
ど

う
か
を
審
査
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の

後
、
審
査
基
準
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
ら

れ
る
者
の
中
か
ら
、
申
請
額
、
事
業
の
実
施

体
制
、
地
域
の
産
業
の
振
興
に
対
す
る
寄
与

の
程
度
等
を
、
公
募
時
に
示
し
た
評
価
項
目
、

評
価
基
準
及
び
配
点
に
従
っ
て
評
価
し
、
そ

の
点
数
の
合
計
に
よ
り
、
最
高
点
の
者
を
樹

木
採
取
権
の
設
定
を
受
け
る
者
に
選
定
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
（
評
価
項
目
等
に
つ
い
て

は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
第
５
章
の
別
紙
に
評
価
一

覧
表
（
例
）
を
記
載
）。

　

な
お
、
欠
格
事
由
や
審
査
基
準
の
詳
細
に

つ
い
て
は
森
林
管
理
局
長
が
定
め
る
樹
木
採

取
権
の
設
定
に
つ
い
て
の
審
査
基
準
等
に
関

す
る
通
知
に
よ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
そ

の
標
準
例
で
あ
る
「
国
有
林
野
の
管
理
経
営

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
樹
木
採
取
権
の
設

定
等
に
係
る
森
林
管
理
局
長
の
処
分
に
関
す

樹
じゅもく

木採
さいしゅけん

取権制度ガイドラインについて

事業者の審査・評価・選定フロー

評価点の最も高い者を選定

申　　請

①	この法律又は森林法に規定する罪
を犯し、刑に処せられ、その執行を
終わり、又はその執行を受けるこ
とがなくなった日から２年を経過
しない者

②	分収造林契約を解除され、その解
除の日から２年を経過しない者

③	第８条の22第１項（第１号に係る
部分に限る。）の規定により樹木採
取権を取り消され、その取消しの
日から２年を経過しない者

④	十分な社会的信用を有していない
者

⑤	法人であって、その業務を行う役
員のうちに①から④のいずれかに
該当する者があるもの

〈欠格事由〉 〈審査基準〉
①	経営管理を効率的かつ安定的に行
う能力及び経営管理を確実に行う
に足りる経理的基礎を有すると認
められること

②	申請額が森林管理局長が樹木採取
区ごとに定める樹木料の算定の基
礎となるべき額以上であること

③	木材利用事業者等及び木材製品利
用事業者等との連携により木材の
安定的な取引関係を確立すること
が確実と認められること

④	国有林野の適切かつ効率的な管理
経営の実施の確保に支障を及ぼす
おそれがあるものでないこと

〈評価項目例〉
〈価格点〉
・	申請額
〈加算点〉
・	国有林野の適切かつ効率的な管理
経営の実施の確保

・	事業の実施体制
・	地域における産業の振興に対する
寄与の程度

・	林業経営の改善に関する事項
・	雇用管理の改善
〈減　点〉
・	国有林野の適切かつ効率的な管理
経営の実施の確保

欠格事由該当性
の判断

審査基準の
適合審査

評価項目等
による評価

樹木採取権の設定を
受ける者の選定
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る
審
査
基
準
等
の
標
準
例
」
を
林
野
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
公
表
し
て
い
ま
す
。

③
権
利
設
定
料
の
考
え
方

　

樹
木
採
取
権
の
設
定
を
受
け
た
者
（
樹

木
採
取
権
者
）
は
、
国
民
共
通
の
財
産
で

あ
る
国
有
林
野
に
生
育
す
る
樹
木
を
長
期

安
定
的
に
独
占
し
て
採
取
す
る
こ
と
に
よ

り
、
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
事
業
の
実
施
が

可
能
と
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
事
業
利
益

が
増
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
国
は
、
公
平
性
及
び
公
正
性
の
観
点

か
ら
、
樹
木
採
取
権
者
か
ら
権
利
設
定
料

を
徴
収
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
権
利

設
定
料
の
額
は
、
ど
の
よ
う
な
事
業
者
で

あ
っ
て
も
共
通
し
て
低
減
さ
れ
る
と
見
込
ま

れ
る
コ
ス
ト
に
見
合
う
も
の
と
し
て
、
既

存
の
立
木
の
買
入
に
お
い
て
都
度
必
要
で

あ
っ
た
入
札
へ
の
参
加
、
事
務
的
な
手
間
等

に
係
る
人
件
費
等
の
低
減
相
当
分
に
つ
い
て
、

面
積
が
増
加
す
る
ほ
ど
費
用
低
減
の
度
合
い

も
大
き
く
な
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
国
が
一
律

に
定
め
、
機
械
的
に
算
定
し
ま
す
。
権
利
設

定
料
の
具
体
的
な
額
は
、
公
募
の
際
に
公
表

し
ま
す
。

　

な
お
、
公
益
上
の
理
由
に
よ
る
樹
木
採
取

権
の
取
消
し
や
災
害
等
の
や
む
を
得
な
い
理

由
に
よ
る
樹
木
採
取
権
の
放
棄
な
ど
の
場
合

は
、
こ
れ
に
よ
り
樹
木
を
採
取
す
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
っ
た
面
積
の
割
合
に
相
当
す
る

権
利
設
定
料
が
返
還
さ
れ
ま
す
（
詳
細
は
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
第
７
章
に
記
載
）。

④
木
材
の
安
定
的
な
取
引
関
係
の
確
立

　

国
会
で
の
論
点
の
一
つ
に
、
樹
木
採
取
権

が
設
定
さ
れ
る
こ
と
で
木
材
の
供
給
量
が
増

加
し
、
材
価
が
下
落
す
る
の
で
は
な
い
か
と

の
議
論
が
あ
り
ま
し
た
。

　

樹
木
採
取
権
制
度
に
お
い
て
は
、
木
材
価

格
の
下
落
に
つ
な
が
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

樹
木
採
取
権
の
設
定
を
受
け
る
者
の
要
件
と

し
て
、
新
規
需
要
開
拓
に
取
り
組
む
川
中
・

川
下
の
事
業
者
と
協
定
の
締
結
等
に
よ
り
連

携
す
る
者
で
あ
る
こ
と
、
木
材
の
安
定
取
引

に
関
す
る
事
項
を
盛
り
込
ん
だ
樹
木
採
取
権

実
施
契
約
を
国
と
締
結
す
る
こ
と
が
法
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、制
度
の
運
用
に
当
た
っ

て
は
、
こ
れ
ら
の
措
置
が
着
実
に
講
じ
ら
れ

る
よ
う
、
木
材
の
安
定
取
引
の
状
況
に
つ
い

て
樹
木
採
取
権
者
に
報
告
さ
せ
、
必
要
に
応

じ
て
国
が
調
査
等
の
対
応
を
行
う
こ
と
と
し

て
い
ま
す
（
詳
細
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
第
14
章

等
に
記
載
）。

⑤
樹
木
料
の
考
え
方

　

樹
木
採
取
権
は
、
樹
木
採
取
区
に
お
い
て

樹木料の算定方法

樹木料の手続フロー

森林管理局長 立木の調査

実行計画（案）の
作成

着
手
届

樹木の採取

原則毎木調査とする

伐区ごとの
樹木料の算定

伐区の選択 樹木料の納付

提
　
示

通
　
知

提
　
出

数量・樹木料の
確定

通
　
知

納
　
付

樹木採取権者

樹木料

伐区ごとに算出

割増率

申請時に樹木採取権の
設定を希望する者が
森林管理局長が示した
林分について提示する額

選定時の割増率により固定的に割増

割増率

基礎額
【公表】

事業者の
申請額

樹木料
評定額 樹木料

公募時 樹木料納付時（採取時）

公募時に森林管理局長が
樹木採取区内で選定した
林分における評定額

＝ 樹木料評定額 × 割増率

＝ 申請額 ÷ 基礎額
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樹
木
を
採
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
権
利
で
す

が
、
当
該
樹
木
は
国
の
財
産
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
樹
木
採
取
権
実
施
契
約
に
樹
木
料
の
算

定
方
法
を
定
め
、
樹
木
採
取
権
者
は
、
こ
の

実
施
契
約
に
基
づ
き
樹
木
料
を
国
に
納
付
し

な
け
れ
ば
、
樹
木
を
採
取
し
て
は
な
ら
な
い

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
毎

年
度
、
国
は
樹
木
が
採
取
さ
れ
る
一
塊
の
区

域
（
伐
区
）
ご
と
に
立
木
の
調
査
を
行
い
、

樹
木
料
を
算
定
し
て
、
当
該
伐
区
の
樹
木
を

採
取
す
る
前
に
樹
木
採
取
権
者
が
樹
木
料
を

納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

樹
木
料
の
算
定
方
法
は
、
国
有
林
で
の
立

木
販
売
実
績
を
基
に
販
売
価
額
を
求
め
る
た

め
に
統
計
的
な
手
法
を
用
い
て
作
成
し
た
樹

木
料
評
定
式
に
よ
り
得
ら
れ
た
樹
木
料
評
定

額
に
割
増
率
（
樹
木
料
の
算
定
方
法
の
図
を

参
照
）を
乗
じ
る
と
い
う
も
の
で
す
。一
方
で
、

伐
区
は
樹
木
採
取
区
内
に
お
い
て
樹
木
採
取

権
者
が
設
定
で
き
る
こ
と
、
伐
区
ご
と
に
国

が
算
定
し
た
樹
木
料
を
示
し
た
上
で
ど
の
伐

区
で
実
際
に
樹
木
料
を
納
付
し
て
採
取
を
行

う
か
は
樹
木
採
取
権
者
が
選
択
で
き
る
こ
と

な
ど
、
国
有
林
で
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
い
る

立
木
販
売
に
は
な
い
自
由
度
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
立
木
販
売
と
同
様
に
、
樹
木
料
を
納

付
し
て
か
ら
３
年
以
内
に
樹
木
を
採
取
、
搬

出
す
る
よ
う
な
仕
組
み
と
し
て
い
ま
す
（
詳

細
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
第
15
章
に
記
載
）。

⑥
採
取
後
の
植
栽

　

樹
木
採
取
区
の
採
取
跡
地
に
お
け
る
植
栽

に
つ
い
て
は
、国
会
で
の
論
点
の
一
つ
に
な
っ

た
ほ
か
、
報
道
に
お
い
て
も
懸
念
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
省
令
で
「
採
取
跡

地
に
お
け
る
植
栽
の
実
施
に
関
す
る
事
項
」

を
樹
木
採
取
権
実
施
契
約
で
定
め
る
事
項
と

し
、
樹
木
の
採
取
と
採
取
跡
地
に
お
け
る
植

栽
を
樹
木
採
取
権
者
が
一
体
的
に
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

樹
木
採
取
権
者
が
何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
契

約
に
基
づ
く
造
林
を
実
施
で
き
な
い
場
合
で

あ
っ
て
も
、
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
国
が
他

の
事
業
者
に
委
託
し
造
林
を
行
い
ま
す
（
詳

細
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
第
17
章
に
記
載
）。

３
．
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
今
後
、
令
和
２
年
度
～
４
年
度
に
か
け
て
、

資
源
や
需
要
の
状
況
を
見
極
め
つ
つ
、
全
国

で
10
箇
所
程
度
の
区
域
を
パ
イ
ロ
ッ
ト
的
に

順
次
指
定
す
る
予
定
で
す
。
こ
の
指
定
に
あ

た
っ
て
は
、
区
域
面
積
２
０
０
～
３
０
０
ha

程
度
、
権
利
期
間
10
年
程
度
を
基
本
と
す
る

規
模
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
併
せ
て
、
地

・		

林
野
庁

	

樹
木
採
取
権
制
度
の
ペ
ー
ジ

	

（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
を
掲
載
。）

	
https://w

w
w
.rinya.m

aff.go.jp/
j/kokuyu_rinya/kokum

in_
m
o
ri/

ry
u
ik
i/

jyum
okusaisyuken.

htm
l

・		e-G
ov

	

（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
意
見
と
回

答
を
公
表
。
樹
木
採
取
権
で
検
索
。）

	
https://search.e-gov.
go.jp/servlet/Public

域
の
取
組
と
し
て
、
大
規
模
な
製
材
工
場
を

誘
致
す
る
場
合
な
ど
、
新
規
需
要
開
拓
に
取

り
組
む
事
業
者
の
動
向
等
を
把
握
す
る
取
組

も
行
う
考
え
で
す
。

　
今
後
、
具
体
の
指
定
地
域
に
つ
い
て
検
討

し
つ
つ
、
制
度
の
適
切
な
運
用
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

樹
じゅもく

木採
さいしゅけん

取権制度ガイドラインについて

採取跡地における植栽手続フロー

申
　
請

森林管理
局長

公募時 審査・評価・選定時 樹木採取権設定後

樹木の採取と植栽
を一体的に行う旨
を申し入れ

実施契約書の案
により提示

申入れに
応じる旨の表明

国からの申入
れに応じる者
について
評価・選定

実施契約締結

樹木の採取跡地
における
植栽に関する
事項を含む

伐区ごとに単
年度の造林事
業請負契約を
締結

樹木採取
権者

申請時

樹木採取権設定
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令和２年緑化推進運動功労者
内閣総理大臣表彰の受賞者が決定

TOPICS

01

緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰とは

　緑化の推進は、国土及び環境の保全、水資源の涵養、生活環境の改善等の観点から極めて重要です。その
ため、昭和58年に、国土の緑化に関し、関係行政機関相互の緊密な連携を図り、もって総合的かつ効率的な
諸施策を推進することを目的として、関係府省（現 内閣府、総務省、財務省、文部科学省、農林水産省、経済
産業省、国土交通省、環境省）により緑化推進連絡会議が設置されました。
　本連絡会議において、緑化運動の推進に資するため、昭和59年から毎年、緑化活動の推進や、緑化思想の
普及啓発について顕著な功績のあった個人又は団体に対し、緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰を実
施しています。

令和２年の受賞者について

　37回目となる今年の受賞者は、９ページに記載の13の個人、団体に決まりました。花きによる緑化、学校
緑化、工場緑化、都市緑化、水源保全や自然環境保全の活動等、様々な緑化活動を長年推進された功労者が
選ばれておりますが、ここでは、森林に関する緑化活動に功績のあった受賞者の方を中心に紹介させてい
ただきます。これを機会に、「緑化」の大切さに改めて思いを巡らせてみてはいかがでしょうか。

●浅
あ さ の

野 貴
た か お

男 さん

　長年にわたり緑の少年団の結成や育成を通じた青少年の育成に尽力するとともに、東日本大震災から
の海岸防災林の再生の一端を担うなど、地域や県全体の緑化推進への貢献が評価されました。

●谷
たに

 敏
としふみ

文 さん

　夫婦の自家労働力を基本とした専業林家として60年以上にわたり森林整備や林間栽培を行うとともに
技術普及にも取り組み、また、地域学生への環境教育などへの尽力が評価されました。

●いわき市
し り つ

立田
た び と

人中
ちゅうがっこう

学 校

　昭和33年から地元住民協力のもと生徒自ら学校林の整備を行ってきましたが、東日本大震災による中
断を乗り越えて活動を継続するとともに、地域住民と連携した学校林活動を通じて地域内外の交流を行
い、地域の担い手としての人材を育成する活動が評価されました。

●特
とくてい

定非
ひ え い り

営利活
かつどう

動法
ほうじん

人道
ど う し

志水
すいげん

源林
りん

ボランティアの会
かい

　横浜市の重要な水源である道志川を守るため、水源林において間伐等の森林保全活動を行うとともに、
イベントや小学校への出前教室を通じた普及啓発活動への取組や、森林インストラクター講習への参加
等による活動の持続化が評価されました。
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●木
き そ

曽広
こういき

域連
れんごう

合

　「水と緑のふるさとづくり」をテーマに、木曽川下流域の愛知県内の自治体等との協定締結による森林
整備や交流事業を展開することにより、森林づくりに貢献する活動が評価されました。

●命
いのち

をつなぐP
プ ロ ジ ェ ク ト

ROJECT 学
がくせい

生実
じっこう

行委
い い ん か い

員会

　企業緑地を地域本来の自然に再生するため、学生視点で提案した生態系保全等の取組を企業とともに
実施するとともに、地域住民等へ生物多様性や生態系ネットワークの重要性を配信する活動が評価され
ました。

※各受賞者の功績概要、過去の受賞者については、以下のホームページに掲載しています。
https://www.rinya.maff.go.jp/j/sanson_ryokka/hyosyo/index.html

昨年の授賞式（第 13 回みどりの式典）の様子

宮
みやこしりつきがくしょうがっこう

古市立亀岳小学校 岩手県宮古市
宮
み や ぎ け ん り つ し え ん が っ こ う こ ご た こ う と う が く え ん

城県立支援学校小牛田高等学園 宮城県遠田郡美里町 
いわき市

しりつたびとちゅうがっこう

立田人中学校 福島県いわき市
夢
ゆめさきびと

咲人 栃木県下都賀郡壬生町
さいたま市

し は な

花いっぱい運
うんどうすいしんかい

動推進会 埼玉県さいたま市
特
とくていひえいりかつどうほうじんどうしすいげんりん

定非営利活動法人道志水源林ボランティアの会
かい

 神奈川県横浜市
木
き そ こ う い き れ ん ご う

曽広域連合 長野県木曽郡木曽町
命
いのち

をつなぐ P
プ ロ ジ ェ ク ト

ROJECT 学
がくせいじっこういいんかい

生実行委員会 愛知県名古屋市
吉
き ら が わ は な

良川花と緑
みどり

の会
かい

 高知県室戸市
コカ・コーラ ボトラーズジャパン株

かぶしきがいしゃ

式会社 えびの工
こうじょう

場　宮崎県えびの市

団体

令和 2 年受賞者

浅
あ さ の

野 貴
た か お

男 宮城県仙台市 
天
あ ま の

野 和
かずゆき

幸 静岡県浜松市
谷
たに

 敏
としふみ

文 徳島県美馬市 

個人

（敬称略）
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林
業
成
長
産
業
化
地
域
創
出
モ
デ
ル
事
業 

⓰

田
辺
地
域
の
現
況

　

田
辺
地
域
は
、
紀
伊
半
島
の
南
西
部
に

位
置
し
、
市
の
面
積
約
10
万
ha
の
う
ち
森

林
面
積
が
９
万
ha
を
占
め
て
お
り
、
ス
ギ
・

ヒ
ノ
キ
を
中
心
と
し
た
人
工
林
の
蓄
積
量

は
、
和
歌
山
県
全
体
の
３
割
に
あ
た
る
２
，

８
０
０
万
㎥
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
豊
富
な
森
林
資
源
に
よ
り
、
本
地
域

は
古
く
か
ら
林
業
・
製
材
業
が
盛
ん
に
営

ま
れ
て
き
ま
し
た
。
本
地
域
で
生
産
さ
れ
た

木
材
は
、
強
度
・
耐
久
性
に
優
れ
、
色
合
い

が
良
い
等
の
特
性
か
ら
、
そ
の
品
質
が
知
ら

れ
て
お
り
、「
紀き
し
ゅ
う
ざ
い

州
材
」
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、

無む
く
ざ
い
垢
材
中
心
の
製
材
・
加
工
等
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

一
方
で
、
木
材
価
格
の
低
迷
等
に
よ

る
素
材
生
産
量
の
低
下
に
よ
っ
て
、
地

域
で
消
費
さ
れ
る
原
木
の
う
ち
、
約
３
割

が
県
外
か
ら
供
給
さ
れ
て
い
る
状
況
に

あ
り
、
需
要
に
対
す
る
安
定
供
給
体
制
の

構
築
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
課
題
解
決
を
含
め
、
林

業
振
興
を
基
盤
と
す
る
地
域
活
性
化
を

実
現
し
て
い
く
た
め
、
平
成
29
年
に
林

業
、
製
材
業
や
行
政
機
関
な
ど
14
団
体

か
ら
な
る
林
業
成
長
産
業
化
運
営
協
議

会
を
設
立
し
、『「
ム
ク
フ
ァ
ー
ス
ト
」
実

現
に
向
け
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構

築
と
人
材
育
成
』
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
、
７
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

掲
げ
、
林
業
成
長
産
業
化
地
域
創
出
モ

デ
ル
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
主
な
取
組

（
１
）ス
マ
ー
ト・サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築

　
適
材
を
適
所
に
直
送
す
る
仕
組
み
、
い
わ

ゆ
る
ス
マ
ー
ト
・
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構

築
に
向
け
、
川
上
か
ら
川
下
ま
で
の
木
材
需

給
情
報
の
一
元
管
理
を
図
る
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

等
を
活
用
し
た
木
材
安
定
供
給
シ
ス
テ
ム
の

構
築
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
特
徴
と
し
て
は
、
段
階
的
に
ス
マ
ー
ト
・

地域構想における重点プロジェクト

地域構想における重点プロジェクト

林業成長産業化運営協議会

和
歌
山
県
田
辺
地
域

「
ム
ク
フ
ァ
ー
ス
ト
」実
現
に
向
け
た

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
と
人
材
育
成

～
和
歌
山
県
田
辺
地
域
の
取
組
～
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る
２
つ
の
木
材
共
販
所
が
連
携
し
た
特
別
合

同
市
を
開
催
し
て
お
り
、
新
規
顧
客
の
獲
得

や
、
木
材
販
売
価
格
の
向
上
等
の
成
果
を
上

げ
て
い
ま
す
。

　（
２
）
ロ
グ
・
グ
レ
ー
ダ
ー
等
の
人
材
育
成

　
ス
マ
ー
ト
・
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築

に
は
、
中
間
土
場
等
で
原
木
を
適
材
適
所
に

仕
分
け
る
人
材
（
ロ
グ
・
グ
レ
ー
ダ
ー
）
の

育
成
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
木
材
共
販
所
の

職
員
を
講
師
に
招
き
、
林
業
事
業
体
の
従
業

員
等
を
対
象
に
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
方
式
で
研

修
を
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
３
年
度
ま
で
に
、

８
名
の
ロ
グ
・
グ
レ
ー
ダ
ー
育
成
を
目
標
と

し
て
お
り
、
令
和
元
年
度
に
は
２
名
、
今
年

度
は
３
名
の
研
修
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の

具
体
的
な
取
組

（
１
）
ム
ク
フ
ァ
ー
ス
ト
の
推
進

　
本
地
域
で
製
材
・
加
工
さ
れ
る
無
垢
材
の

利
用
推
進
に
向
け
て
、
地
域
や
都
市
部
の
木

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
構
築
し
て
い
く
と
い

う
も
の
で
、
そ
の
導
入
と
し
て
、
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
所
に
対
す
る
木
材
供
給
体
制
の

構
築・運
用
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
平
成
30
年
度
か
ら
、
本
地
域
に
あ

材
需
用
者
を
対
象
と
し
た
「
ム
ク
フ
ァ
ー
ス

ト・フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
、

紀
州
材
ブ
ラ
ン
ド
の
普
及
啓
発
や
、
付
加
価

値
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
２
）
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
を
活
用
し
た

低
コ
ス
ト
林
業
の
推
進

　
現
場
に
お
け
る
路
網
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

ソ
フ
ト
の
導
入
に
向
け
た
研
修
会
を
開
催
す

る
と
と
も
に
、
路
網
と
高
性
能
林
業
機
械
等

を
組
み
合
わ
せ
た
効
率
的
な
作
業
シ
ス
テ
ム

の
構
築
や
、
平
成
30
年
度
に
現
地

検
討
会
を
実
施
し
た
大
型
ト
レ
ー

ラ
ー
導
入
に
よ
る
輸
送
コ
ス
ト
の

削
減
に
向
け
た
路
網
整
備
計
画
の

検
討
に
取
り
組
み
ま
す
。

お
わ
り
に

　
本
事
業
を
通
じ
て
、
地
域
の
林

業
関
係
者
が
連
携
し
た
技
術
者
の

育
成
や
、
直
送
に
よ
る
適
材
適
所

へ
の
原
木
供
給
体
制
構
築
に
向

け
た
動
き
な
ど
、
具
体
的
な
成
果
も
出
て
き

て
い
ま
す
。
ま
た
、
木
質
安
定
供
給
支
援
シ

ス
テ
ム
を
中
心
と
し
た
ス
マ
ー
ト
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
構
築
に
向
け
て
、
関
係
者
の
意
識

も
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
本
地
域
に
適
し
た
手
法
を
模
索

し
な
が
ら
、
林
業
成
長
産
業
化
に
向
け
た
取

り
組
み
を
さ
ら
に
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

木質安定供給支援システムイメージ

木質安定供給支援システム検討

ログ・グレーダー研修

大型トレーラー導入現地検討会

路網シミュレーションソフト

紀州材特別合同市
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Germany

海外・現場最前線
からのお便り　

海外で活躍する林野庁職員の近況を
シリーズで報告します

世
界
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
４
分
の
３
は
化
石
燃
料
の

燃
焼
に
伴
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
Ｃ
Ｏ
２
で
あ
り
、エ
ネ
ル

ギ
ー
転
換
は
気
候
変
動
対
策
の
最
も
重
要
な
課
題
で
す
。

　
Ｉ
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ａ
は
、こ
の
よ
う
な
課
題
を
踏
ま
え
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー（
再
エ
ネ
）の
普
及
促
進
を
目
的
と
し
て
２
０
１
１
年
に
設
立

さ
れ
た
国
際
機
関
で
あ
り
、本
部（
写
真
１
）は
ア
ブ
ダ
ビ
に
あ
り
ま

す
。毎
年
１
月
に
加
盟
国（
現
時
点
で
１
６
１
カ
国
）等
が
参
加
す
る

総
会（
写
真
２
）が
開
催
さ
れ
ま
す
。ま
た
、ボ
ン（
ド
イ
ツ
）に
筆
者

が
勤
め
る
技
術
革
新
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。ボ
ン
は
、ゆ
っ
た
り

と
ラ
イ
ン
川（
写
真
３
）が
流
れ
る
静
か
な
町
で
あ
る
と
と
も
に
、気

候
変
動
枠
組
条
約
の
事
務
局
等
も
所
在
し
て
学
際
的
な
雰
囲
気
に

包
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ａ
で
は
、パ
リ
協
定
の
２
℃
目
標
を
踏
ま
え
、

２
０
５
０
年
ま
で
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
の
３
分
の
２
が
再
エ
ネ
に

置
き
換
わ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
提
示
し
、そ
の

実
現
に
向
け
て
様
々
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。実
際
、太
陽
光
発

電
の
入
札
で
０
．０
３
ド
ル
／
Ｋ
Ｗ
ｈ
を
記
録
す
る
な
ど
、世
界
の

多
く
の
地
域
で
再
エ
ネ
発
電
が
石
炭
火
力
発
電
の
コ
ス
ト
よ
り
も

低
く
な
っ
て
い
ま
す
。太
陽
光
や
風
力
の
出
力
の
変
動
性
を
克
服
す

る
た
め
の
課
題
は
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、蓄
電
池
、電
気
分
解
に
よ

る
水
素
の
生
産
、電
気
自
動
車
と
送
配
電
網
間
の
電
力
の
相
互
融

通
、末
端
消
費
者
間
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
電
力
取
引
な
ど
、様
々
な
技

術
革
新
が
進
展
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
も
電
力
は
現
状
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
全
体
の
２
割
に
過

ぎ
ま
せ
ん
。Ｉ
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ａ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
２
０
５
０
年
に
５

割
ま
で
拡
大
す
る
シ
ナ
リ
オ
を
描
い
て
い
ま
す
が
、熱
や
交
通
燃
料

１ IRENA本部（アブダビ、UAE）

３ ボンを流れるライン川

２ 第10回IRENA総会（2020年1月、開催地　アブダビ）

加速化する
再生可能エネルギー利用と
バイオマスの役割

国際再生可能エネルギー機関（IRENA）
バイオエネルギー分析官

（国際農林水産業研究センター（JIRCAS）より派遣）

増山 寿政
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な
ど
、電
力
以
外
で
の
排
出
削
減
も
大
き
な
課
題
で
す
。そ
こ
で
大

き
な
期
待
を
集
め
る
の
が
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す（
グ
ラ
フ
４
）。

バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
、有
機
物（
バ
イ
オ
マ
ス
）を
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
転
換
し
た
も
の
で
、農
林
業
残
渣
、ポ
プ
ラ
等
の
資
源
作
物
、食
品

や
畜
産
の
廃
棄
物
と
い
う
主
に
３
つ
の
原
料
供
給
ル
ー
ト
が
あ
り

ま
す
。調
達
さ
れ
た
原
料
は
、熱
化
学
的
、生
物
化
学
的
な
変
換
技
術

に
よ
っ
て
固
体
、液
体
又
は
気
体
の
燃
料
に
加
工
さ
れ
ま
す
。

　
特
に
、交
通
分
野
で
は
、ガ
ソ
リ
ン
等
に
バ
イ
オ
燃
料
を
混
合
す

る
政
策
が
約
70
カ
国
で
導
入
さ
れ
て
お
り（
写
真
５
）、食
料
生
産
と

競
合
の
お
そ
れ
の
あ
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
等
を
原
料
と
す
る
従
来
型

バ
イ
オ
燃
料（
写
真
６
）に
加
え
、農
業
残
渣
や
木
材
等
を
利
用
す
る

次
世
代
型
バ
イ
オ
燃
料
の
開
発
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、航

空
機
や
船
舶
用
の
バ
イ
オ
燃
料
は
、主
に
廃
食
油
や
動
物
性
脂
肪
を

原
料
と
す
る
も
の
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、パ
ル
プ
製
造
過
程
で
生

じ
る
オ
イ
ル
を
精
製
し
た
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
の
商
業
化
も
拡
大
し
て

い
く
見
込
み
で
す
。

　
更
に
、産
業
分
野
で
は
、鉄
鋼
、セ
メ
ン
ト
等
の
処
理
熱
と
し
て

コ
ー
ク
ス
炭
等
が
多
く
用
い
ら
れ
て
お
り
、こ
れ
を
脱
炭
素
化
す
る

手
段
と
し
て
水
素
の
活
用
が
関
心
を
集
め
て
い
ま
す
が
、バ
イ
オ

コ
ー
ク
ス
や
木
炭
等
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
も
無
視

で
き
ま
せ
ん
。　

　
パ
リ
協
定
の
掲
げ
る
ネ
ッ
ト
排
出
ゼ
ロ
を
理
想
論
で
終
始
さ
せ

な
い
た
め
に
は
、社
会
経
済
構
造
を
化
石
燃
料
依
存
型
か
ら
再
エ
ネ

主
体
に
転
換
し
て
い
く
具
体
的
な
道
筋
を
描
き
、そ
れ
を
政
策
面
で

支
援
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。筆
者
自
身
も
様
々
な
会
議

で
発
表
す
る
機
会（
写
真
７
）が
多
く
、Ｉ
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ａ
の
活
動
を
通
じ

引
き
続
き
普
及
啓
発
活
動
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

６ 米国アイオワ州（デモイン）におけるバイオエタノール精製プラント７ 欧州の運輸セクターの脱炭素化に関する自由討論会（2019年５月、ブリュッセ
ル、EURACTIV主催、中央が筆者）

５ 米国のガソリンスタンド（Eの表示がバイオエタノールの混合率、純粋ガ
ソリンよりも安価、E85は通常の内燃機関エンジンとは仕様が異なるフ
レックス燃料車しか注入できない） ４ 部門別のエネルギー需要の変化　（出典：IRENA）
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日本森林学会による

四国森林管理局

　
「
初
代
保
護
林	

白し
ら
が
や
ま

髪
山
天
然
ヒ
ノ
キ（
遺
伝
資
源
）希
少
個
体

群
保
護
林
」は
、四
国
山
地
の
中
央
、吉
野
川
上
流
に
位
置
す
る

高
知
県
本も
と
や
ま
ち
ょ
う

山
町
内
に
あ
り
ま
す
。江
戸
時
代
ま
で
の
天
然
ヒ

ノ
キ
の
利
用
の
歴
史
を
経
て
な
お
残
る
美
林
と
し
て
、大
正
四

年
十
月
に
、保
護
林
制
度
に
基
づ
く
学
術
参
考
保
護
林
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。

　
国
有
林
野
事
業
で
は
、自
然
公
園
法
の
前
身
で
あ
る
国
立
公

園
法（
昭
和
六
年
）や
文
化
財
保
護
法
の
前
身
で
あ
る
史
跡
名

勝
天
然
記
念
物
法（
大
正
八
年
）の
制
定
に
先
駆
け
、独
自
の
制

度
と
し
て
、大
正
四
年
に
保
護
林
制
度
を
発
足
さ
せ
て
以
来
、

時
代
に
合
わ
せ
て
制
度
の
見
直
し
を
行
い
な
が
ら
保
護
林
の

適
切
な
保
護・管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
白
髪
山
天
然
ヒ
ノ
キ
林
は
、制
度
発
足
初
年
度
に
指
定
さ
れ

た
五
箇
所
の
う
ち
、現
在
も
指
定
区
域
が
唯
一
変
わ
っ
て
い
な

い
保
護
林
で
あ
り
、そ
の
歴
史
、景
観
、希
少
性
等
か
ら
、平
成

二
十
九
年
に
高
知
県
内
三
番
目
の
林
業
遺
産
と
し
て
認
定
さ

れ
ま
し
た（
な
お
、保
護
林
制
度
の
見
直
し
が
平
成
三
〇
年
四

月
に
行
わ
れ
る
ま
で
は
、白
髪
山
天
然
ヒ
ノ
キ
林
木
遺
伝
資
源

保
存
林
の
名
称
と
な
っ
て
い
ま
し
た
）。

　
か
つ
て
、こ
の
一
帯
に
は
莫
大
な
量
の
天
然
ヒ
ノ
キ
が
あ
り
、

安
土
桃
山
時
代
に
は
、長ち
ょ
う
そ
か
べ
し

宗
我
部
氏
が
豊
臣
秀
吉
に
白
髪
山
の

桧
材
や
桧
皮
、帆
柱
を
土
佐
名
物
の
一
つ
と
し
て
献
上
し
た
記

録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
長
宗
我
部
氏
に
替
わ
り
、江
戸
時
代
に
土
佐
藩
を
治
め
る
よ

う
に
な
っ
た
山
内
氏
も
、幾
度
も
江
戸
に
木
材
を
献
上
し
た
記

録
が
残
っ
て
い
ま
す
。一
方
で
、相
次
い
で
幕
府
か
ら
掛
け
ら

れ
る
課
役（
普
請
）は
、藩
内
に
お
け
る
事
業
経
営
と
と
も
に
大

き
な
負
担
と
な
り
、山
内
氏
は
、上
方
商
人
か
ら
の
借
銀
に
よ

っ
て
藩
の
経
営
を
や
り
繰
り
し
て
い
ま
し
た
が
、そ
の
借
財
が

累
積
し
、財
政
は
早
く
も
急
迫
し
ま
し
た
。

　
元
和
八（
一
六
二
二
）年
、執
政
の
野
中
直
継
は
、藩
主
山
内

忠
義
の
命
を
含
み
、上
方
商
人
に
借
銀
返
済
に
三
年
の
猶
予
を

第 回21
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得
た
上
で
、財
政
を
立
て
直
す
た
め
白
髪
山
の
良
材
伐
採
に
着

手
し
ま
す
。材
木
は
吉
野
川
を
利
用
し
て
阿
波
領（
徳
島
県
）へ
、

さ
ら
に
大
坂
へ
船
で
運
送
、販
売
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
結
果
、借

銀
を
わ
ず
か
三
年
で
払
い
終
え
、さ
ら
に
余
銀
を
蔵
へ
収
め
、

藩
の
財
政
は
安
定
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
さ
ら
に
、土
佐
藩
は
幕
府
の
許
し
を
得
て
、大
坂
に
木
材
市

場
を
開
設
。上
方
の
木
材
商
人
は
白
髪
山
の
桧
材
を「
独
特
ノ

香
リ
ア
リ
、材
質
緻
密
光
沢
優
レ
他
ノ
檜
材
ト
ハ
比
ベ
モ
ノ
ニ

ナ
ラ
ズ
」と
絶
賛
し
た
そ
う
で

す
。立
売
堀
川
、西
横
堀
川
に

設
け
ら
れ
た
市
場
は
大
い
に

賑
わ
い
、「
白
髪
橋
」と
い
っ
た

地
名
が
、そ
の
名
残
で
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、明
暦
三（
一
六
五
七
）年
の
江
戸
大
火
に
際
し
、藩
主

山
内
忠
義
の
公
文
書
に「
杉
や
桧
は
な
く
、御
公
儀
よ
り
注
文

が
来
て
も
お
望
み
の
木
品
を
差
し
上
げ
ら
れ
な
い
」と
あ
る
よ

う
に
、藩
内
外
の
木
材
需
要
の
拡
大
に
よ
り
山
林
資
源
の
減
少

も
憂
慮
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。土
佐
藩
は
、森
林
資
源
を
、

財
源
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、水
源
保
護
や
防
風
、防
砂
、魚
つ
き

の
た
め
に
も
重
要
で
あ
る
と
と
ら
え
、山
林
資
源
の
保
護
政

策
と
し
て
、輪
伐
、留
山
、留
木
の
制
度
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、

植
林
を
奨
励
し
、森
林
経
営
を
行
い
ま
し
た
。

　
現
在
、白
髪
山
の
北
斜
面
に
は
樹
齢
二
〇
〇
～
二
五
〇
年
の

ヒ
ノ
キ
が
生
長
し
、ツ
ガ
や
ヒ
メ
コ
マ
ツ
と
混
成
し
、シ
ャ
ク

ナ
ゲ
な
ど
の
下
層
植
生
と
と
も
に
優
れ
た
天
然
生
林
の
景
観

を
呈
し
て
い
ま
す
。最
も
特
徴
的
な
ヒ
ノ
キ
林
は
、山
頂
南
側

付
近
の
風
に
よ
り
立
ち
枯
れ
し
た
と
思
わ
れ
る
数
千
本
の
白

骨
林
で
あ
り
、自
然
の
厳
し
さ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
ま
た
、八は
っ
た
ん
な
ろ

反
奈
路
と
呼
ば
れ
る
場
所
で
は
、ヒ
ノ
キ
の
巨
木

が
存
在
し
、ヒ
ノ
キ
の
根
が「
た
こ
足
状
」に
広
が
っ
た「
根
下

が
り
ヒ
ノ
キ
」を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
四
国
森
林
管
理
局
と
い
た
し
ま
し
て
は
、四
国
の
ほ
ぼ
中
央

に
位
置
し
ア
ク
セ
ス
が
良
く
、白
髮
山（
国
有
林
）を
含
む
山
々

へ
年
間
を
通
し
た
登
山
者
が
あ
る
こ
と
か
ら
、地
域
と
連
携
し

た
Ｐ
Ｒ（
昨
年
は
土
佐
れ
い
ほ
く
博
が
実
施
）や
、登
山
道
の
整

備
等
を
実
施
し
、よ
り
多
く
の
方
に
足
を
運
ん
で
頂
け
る
よ
う

取
り
組
み
を
進
め
な
が
ら
、貴
重
な
財
産
で
あ
る
白
髮
山
の
保

全
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
参
考
文
献
）

堅
田
一
郎（
一
九
六
八
）「
土
佐
の
森
林
お
よ
び
林
業
考
」林
野

弘
済
会
高
知
支
部

平
尾
道
雄（
一
九
五
六
）「
土
佐
藩
林
業
経
済
史
」高
知
市
立
市

民
図
書
館

❶上空からみた白髪山。蛇紋岩地帯で針葉樹が多い
❷	幹の途中から気根が出たヒノキ。ヒノキでここまで気根が発達することは珍しい
❸	根で合体しているヒノキ。下には歩道がある
❹根下がりヒノキ

白髪山天然ヒノキ（遺伝資源）
希少個体群保護林

❶

❷

❸

❹

…国有林
…民有林
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増
加
す
る
更
新
面
積
に
対
応
し
た
造
林
作
業
の
効
率
化
と

多
様
な
森も

り林
づ
く
り
に
向
け
た
取
組

　十勝東部森林管理署は、北海道東部
にある十勝平野の北東部に位置し、5町
を管轄し、約13万haの国有林を管理し
ています。
　畑作や酪農を主産業とした地域です
が、林業も重要な産業となっています。
　管内国有林は、75%が天然林となっ
ており、トドマツ、工ゾマツ等の針葉
樹に、ミズナラ、力ンバ等の広葉樹を
交えた森林が大部分を占めています。
また、人工林については、トドマツ、ア
力エゾマツ、力ラマツが主要な樹種と
なっています。
　管内の東部にある雌

めあか ん だ け
阿寒岳、オンネト一周辺の国有林は、北海道を代表する景勝地である阿寒

摩周国立公園にあり、トドマツ、ア力工ゾマツ主体の針葉樹と広葉樹との混交林が広がっています。
また、国の天然記念物にも指定されている「オンネトー湯の滝」は、貴重な現象である地上での
マンガン酸化物生成現象が確認できる世界的にも希な揚所として注目されています。
　そのほか、当署管内には、
国内希少野生動物であるシマ
フクロウの生息が確認されて
いる地域もあり、自然環境や
野生動植物の保護にも配慮し
た森林管理を行っています。

北
海
道
森
林
管
理
局
　
十
勝
東
部
森
林
管
理
署

は
じ
め
に

　
十
勝
東
部
森
林
管
理
署（
以
下「
当
署
」と
い

う
。）管
内
の
人
工
林
は
、
昭
和
30
年
代
か
ら

40
年
代
に
か
け
て
造
成
さ
れ
た
も
の
が
多
く
、

今
後
５
年
間
に
約
６
，０
０
０
ha
の
伐
採（
主

伐
）が
計
画
さ
れ
る
な
ど
、
利
用
期
を
迎
え

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
森
林
資
源
の
成
熟

に
伴
う
伐
採
面
積
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、

効
率
的
な
再
造
林
手
法
の
導
入
に
努
め
な
が

ら
、
公
益
的
機
能
の
維
持・向
上
に
配
慮
し
た

多
様
な
森
林
づ
く
り
を
行
う
こ
と
が
重
要
で

す
。当
署
で
は
、こ
の
考
え
に
基
づ
き
、地じ
ご
し
ら拵

え
、

植
付
、下
刈
り
と
い
っ
た
造
林
作
業
の
効
率
化

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
特
に
天
然
力
を
活

用
し
た
育
成
複
層
林（
針
広
混
交
林
）へ
の
誘

導
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

再
造
林
作
業
の

効
率
化
に
向
け
た
取
組

⒈	

複
数
年
契
約
に
よ
る
	

一
貫
作
業
実
施
の
た
め
の
条
件
整
備

　
当
署
で
は
、コ
ス
ト
の
縮
減・効
率
化
の
た

め
、人
工
林
の
伐
採
か
ら
地
拵
え
ま
で
の
作
業

を
一
体
的
に
行
う
一
貫
作
業
を
基
本
と
し
て

い
ま
す
。
同
一
の
事
業
体
が
伐
採
か
ら
地
拵

え
ま
で
を
連
続
し
て
作
業
を
行
う
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ま
で
の
実
績
で
地
拵
え
コ
ス
ト
を
ha
あ

た
り
約
11
％
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
十
勝
地
方
で
は
寒
風
害
を
避
け
る
た
め
伐

採
の
翌
春
に
地
拵
え
を
行
う
こ
と
か
ら
単
年

度
契
約
に
よ
る
一
貫
作
業
の
普
及
は
困
難
で

し
た
が
、２
０
１
９
年
度
よ
り
複
数
年
契
約
を

導
入
し
、年
度
を
ま
た
ぐ
作
業
を
行
う
場
合

北海道

浦幌町

足寄町
陸別町

本別町

池田町

取 組
国有林野事業の

図１ 複数年契約のメリット

「管内概要」

十勝東部森林管理署

署
の
基
礎
デ
ー
タ

所 在 地 北海道足
あしょろぐん

寄郡足
あしょろちょう

寄町北3条2丁目3番地1
区 域 面 積 351,049ha うち森林面積 264,668ha

国有林野面積 128,298ha
管 轄 区 の
関 係 市 町 村 足

あしょろちょう

寄町、陸
りくべつちょう

別町、本
ほんべつちょう

別町、池
いけだちょう

田町、浦
うらほろちょう

幌町
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⒊	

電
動
ド
リ
ル
式
植
穴
掘
り
機
に
よ
る

	

植
付
作
業
の
効
率
化

　
植
付
作
業
に
つ
い
て
は
、
コ
ン
テ
ナ
苗
を

積
極
的
に
導
入
し
植
付
期
間
の
拡
大
や
植
付

工
程
の
効
率
化
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
あ
る
事
業
体
は
植
付
器
具
の
改
良

を
進
め
て
お
り
、
例
え
ば
、
充
電
式
電
動
ド

リ
ル
に
穴
掘
り
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
を
装
着
で

き
る
よ
う
に
し
、
電
動
駆
動
力
に
よ
る
穴
掘

り
を
可
能
と
し
ま
し
た
（
写
真
２
）。
ま
た
、

こ
れ
に
よ
り
課
題
と
な
っ
て
い
た
、
穴
掘
り

中
に
サ
サ
の
地
下
茎
等
が
絡
む
こ
と
や
、
土

壌
凍
結
時
の
硬
い
地
山
で
の
穴
掘
り
も
、
植

付
器
具
の
改
良
に
よ
り
対
応
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
取
組
は
、

他
の
事
業
体
も
注
目
し
て
お
り
、
地
域
の
林

業
全
体
で
の
取
組
に
な
る
よ
う
普
及
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

北
海
道
独
自
の

多
様
な
森も

り林
づ
く
り

　
造
林
コ
ス
ト
の
縮
減
を
さ
ら
に
進
め
る
た

め
に
は
、
一
貫
作
業
と
同
時
に
、
天
然
力
を

積
極
的
に
活
用
し
た
更
新
を
行
う
こ
と
も
重

要
で
す
。
北
海
道
内
で
は
広
葉
樹
等
の
天
然

更
新
が
良
好
な
森
林
が
多
く
、
天
然
力
を
活

用
し
て
人
工
林
単
層
林
を
、
針
広
混
交
林
を

は
じ
め
と
す
る
多
様
な
森
林
へ
と
誘
導
す
る

た
め
に
は
、
地
形
条
件
や
か
つ
て
の
施
業
履

歴
な
ど
を
踏
ま
え
、
林
地
毎
に
現
況
林
分
を

適
切
に
評
価
し
た
上
で
、
具
体
的
な
方
策
を

検
討
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
当
署
で
は
、
昨
年
度
か
ら
、
林

業
事
業
体
も
交
え
た
現
地
検
討
会
等
の
機
会

を
通
じ
て
、
現
場
で
現
況
林
分
の
評
価
方
法

や
天
然
力
を
活
用
す
る
た
め
の
具
体
的
方
策

に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。
こ
う
し
た
議
論
の
中

で
、
当
署
管
内
の
人
工
林
に
つ

い
て
、
林
床
植
生
は
、
丈
高
が

30
～
40
㎝
と
低
い
ミ
ヤ
コ
ザ
サ
の
場
合
が
多

く
、
広
葉
樹
等
の
天
然
更
新
が
旺
盛
な
こ
と

か
ら
、
主
伐
・
再
造
林
に
当
た
っ
て
は
、
①

広
葉
樹
が
優
勢
と
な
っ
て
い
る
箇
所
は
主
伐

対
象
区
域
か
ら
面
的
に
除
外
し
、
そ
の
健
全

性
を
維
持
す
る
観
点
か
ら
積
極
的
に
間
伐
を

検
討
、
②
単
木
的
に
成
立
し
て
い
る
高
木
性

広
葉
樹
に
つ
い
て
は
、
周
辺
に
生
育
す
る
植

栽
し
た
針
葉
樹
と
合
わ
せ
可
能
な
限
り
保
残
、

③
天
然
更
新
に
よ
る
稚
樹
が
群
生
し
て
い
る

場
合
は
、
事
業
の
効
率
化
も
図
り
な
が
ら
可

能
な
限
り
損
傷
を
与
え
な
い
よ
う
保
残
す
る

こ
と
な
ど
の
考
え
方
を
整
理
し
ま
し
た
。
今

年
度
か
ら
は
、
こ
う
し
た
考
え
方
を
踏
ま
え
、

林
業
事
業
体
の
理
解
と
協
力
も
得
な
が
ら
、

多
様
な
森
林
づ
く
り
の
た
め
の
方
策
を
本
格

的
に
実
践
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
に
向
け
て

　
２
０
２
０
年
度
は
、
伐
採
か
ら
植
栽
ま
で

の
一
貫
作
業
に
つ
い
て
、
機
械
の
能
力
を
最

大
限
に
活
か
せ
る
よ
う
、
新
た

な
作
業
仕
様
を
検
討
し
て
い
ま

す
（
図
３
）。
未
だ
様
々
な
課
題

が
あ
り
ま
す
が
、
国
有
林
が
試
行

錯
誤
を
繰
り
返
し
、
そ
の
結
果

を
地
域
の
皆
様
と
共
有
す
る
こ

と
で
、
新
た
な
効
率
的
施
業
手

法
と
し
て
提
案
出
来
る
よ
う
取

組
を
推
進
し
て
行
く
予
定
で
す
。

で
も
一
貫
作
業
の
契
約
を
可
能
と
し
ま
し
た

（
図
１
）。こ
れ
に
よ
り
、事
業
を
実
施
す
る
事

業
体
は
翌
春
の
事
業
を
確
保
で
き
る
と
と
も

に
、中
期
的
な
作
業
計
画
を
た
て
や
す
く
な

り
、作
業
の
効
率
化
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

⒉	

機
械
力
を
用
い
た
作
業
の
実
現

　
地
拵
え
に
つ
い
て
、大
型
機
械
に
よ
り
サ
サ

の
地
下
茎
等
を
除
去
す
る
こ
と
で
植
生
の
繁

茂
を
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
、約
２
年
間
は
下

刈
り
を
不
要
と
す
る
効
果
が
確
認
で
き
て
い

ま
す
。ま
た
、２
０
１
９
年
度
は
、（
図
２
）の
よ

う
に
植
付
け
時
の
苗
木
の
列
間
を
５
ｍ
に
す

る
こ
と
で
小
型
の
自
走
式
草
刈
機
の
走
行
幅

（
３
ｍ
）を
確
保
す
る
よ
う
に
し
、機
械
力
に
よ

る
下
刈
り
を
可
能
と
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

大
型
機
械
に
よ
る
地
拵
え
と
自
走
式
草
刈
り

機
を
セ
ッ
ト
で
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
大
幅

な
効
率
化
が
期
待
で
き
ま
す
（
写
真
１
）。

写真２

写真1

図2

図3

大型機械による下刈作業のデモン
ストレーション

自走式草刈機に対応した植付仕様

電動ドリル式植穴掘り機

大型機械の下刈りに対応した新たな地拵え・植付の仕様
（下刈りを大型機械で出来るように列の幅を確保しています）
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　厚生労働省が主な改正点等をまとめていますのでご覧ください。
　チェーンソーを用いた伐木等作業において、死亡災害等が依然として多い状況にありますのでガイド
ラインを遵守し安全に作業を行いましょう。

令和２年１月 31 日付でチェーンソーによる伐木等作業の安全
に関するガイドライン及び、林業の作業現場における緊急連
絡体制の整備等のためのガイドラインが改正されました

TOPICS

02
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皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
２
０
２
０
ミ
ス
日
本
み

ど
り
の
女
神
の
井
戸
川
百
花
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
イ
ベ
ン
ト

が
中
止
や
延
期
と
な
り
、
と
て
も
残
念
な
気
持

ち
で
お
り
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
延
期
と
な
り

ま
し
た
が
、
開
催
さ
れ
た
時
に
は
外
国
の
方
々

に
新
国
立
競
技
場
を
は
じ
め
、
木
を
取
り
入
れ

た
日
本
の
素
晴
ら
し
さ
を
ど
ん
ど
ん
広
め
て
い

け
れ
ば
良
い
で
す
ね
。

林
業
成
長
産
業
化
の
た
め
に

「
ウ
ッ
ド
チ
ェ
ン
ジ
」

　
秋
田
県
大
館
市
で
開
催
さ
れ
た
２
０
２
０
東

北
地
方
林
業
成
長
産
業
化
地
域
サ
ミ
ッ
ト
に
参

加
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
「
秋
田
県
大
館
北
秋
田
地
域
」、「
山
形
県
最

上
・
金
山
地
域
」、「
福
島
県
南
会
津
地
域
」
の

現
状
課
題
へ
の
取
り
組
み
や
成
果
を
伺
い
ま
し

た
。
秋
田
県
で
は
伐
採
と
利
活
用
、
再
造
林
と

い
う
資
源
循
環
に
適
し
た
状
況
に
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
再
造
林
率
が
１
割
程
度
と
い
う
現
状

が
あ
る
そ
う
で
す
。
解
決
の
た
め
に
、
川
上
か

ら
川
下
ま
で
の
事
業
者
が
組
織
と
し
て
連
携

す
る
こ
と
で
ス
ギ
の
製
品
を
東
京
に
供
給
す
る

な
ど
一
貫
し
た
体
制
を
構
築
し
て
い
る
そ
う
で

す
。
ま
た
秋
田
ス
ギ
の
Ｐ
Ｒ
を
図
る
た
め
に
地

域
住
民
を
対
象
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
の

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
り
、
外
国
人
向
け
の
大

館
曲
げ
わ
っ
ぱ
製
作
体
験
な
ど
の
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ

Ｓ
Ｕ
Ｇ
Ｉ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
実
施
し
た
り
し
て
い

る
そ
う
で
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
難
し
い
課
題
を

抱
え
な
が
ら
林
業
成
長
に
懸
命
に
努
力
な
さ
っ

て
い
る
こ
と
を
知
り
、
手
先
の
器
用
さ
を
生
か

し
た
私
の
趣
味
で
あ
る
物
作
り
を
通
し
て
、
木

が
使
用
さ
れ
て
い
る
全
国
の
伝
統
工
芸
品
の
製

作
体
験
に
伺
い
、
奥
深
さ
や
大
変
さ
、
そ
の
中

に
あ
る
楽
し
さ
な
ど
伝
統
工
芸
品
な
ら
で
は
魅

力
を
自
ら
の
体
験
を
通
し
て
広
く
発
信
し
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
地
方
の
林
業
発
展
や

経
済
発
展
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
た

ら
と
思
い
ま
し
た
。

　
み
ど
り
の
女
神
と
し
て
改
め
て
頑
張
ら
ね
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
た
学
び
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
林
業
成
長
産
業
化
の
た
め
に
消
費
者
の
行
動

の
変
化
を
促
す
「
ウ
ッ
ド
チ
ェ
ン
ジ
」
で
す
。

　
例
え
ば
建
築
物
の
ウ
ッ
ド
チ
ェ
ン
ジ
を
促
す

た
め
に｢

最
近
の
木
造
に
お
け
る
耐
震
耐
火
技

術
の
向
上
な
ど
、
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
る
こ
と
が

必
要｣

と
い
う
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
若
者
が

集
ま
る
場
所
に
木
造
の
お
し
ゃ
れ
な
カ
フ
ェ
や

レ
ス
ト
ラ
ン
を
建
設
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
力
も
利
用

し
な
が
ら
、
木
や
木
造
の
良
さ
を
広
く
伝
え
、

木
質
化
を
促
す
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
い
い
と
考

え
ま
し
た
。

美
し
い
木
の
文
化
・
新
し
い
木
材
利
用
を

発
信
し
続
け
た
い

　
続
い
て
大
館
市
が
誇
る
、
樹
齢
60
年
以
上
の

秋
田
杉
２
５
，０
０
０
本
が
使
用
さ
れ
た
ニ
プ

ロ
ハ
チ
公
ド
ー
ム
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
木
か
ら
生
ま
れ
る
柔
ら
か
な
曲
線
と
風
合
い

が
と
て
も
素
晴
ら
し
く
圧
巻
で
し
た
。

　
大
館
工
芸
社
や
ワ
ッ
パ
ビ
ル
ジ
ン
グ
で
は
今

な
お
愛
さ
れ
続
け
る
曲
げ
わ
っ
ぱ
の
熟
練
し
た

技
術
に
触
れ
、
地
方
の
伝
統
工
芸
品
の
素
晴
ら

し
さ
に
感
心
致
し
ま
し
た
。
私
は
手
先
の
器
用

さ
に
は
、
す
こ
し
、
自
信
が
あ
り
ま
す
。
工
芸

品
が
積
み
重
ね
て
き
た
細
か
い
こ
だ
わ
り
を
、

是
非
国
内
外
の
方
々
に
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

　
秋
田
県
は
私
の
母
の
出
身
で
あ
り
、
大
館
市

は
祖
父
の
生
ま
れ
育
ち
の
場
所
で
す
。
こ
こ

で
私
自
身
も
み
ど
り
の
女
神
と
し
て
出
発
点
に

立
っ
た
よ
う
な
思
い
が
致
し
ま
し
た
。
今
回
の

遠
征
で
感
じ
た
こ
と
は
、
そ
の
土
地
そ
の
土
地

で
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
木
工
芸
品
や
木
を
使

用
し
た
建
築
物
が
多
く
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
み
ど
り
の
女
神
、
み
ど
り
の
広
報
大
使
と

し
て
日
本
の
美
し
い
木
の
文
化
や
新
し
い
木
材

利
用
の
現
状
を
お
伝
え
し
、
情
報
発
信
し
続
け

ま
す
。

▲2020東北地方林業成長産業化地域サミットにて（※２月22日開催）

▲二プロハチ公ドーム見学

ミ ス 日 本 み ど り の 女 神

井
い ど が わ

戸川 百
も も か

花
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